
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
（
三
件
） 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
整
備
課
）　

　

二

〇
平
成
二
十
三
年
度
宮
城
県
准
看
護
師
試
験
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
肥
料
の
登
録
有
効
期
間
の
更
新 

（
農
産
園
芸
環
境
課
）　

　

二

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

三

〇
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
特
定
工
程
及
び
特
定
工
程
後
の
工
程
の
指
定 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

三

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

四

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

四

 
人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二－

一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
六
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

亘
理
い
ち
ご
っ
こ

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

馬
場　

照
子

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

亘
理
郡
亘
理
町
字
亀
井
戸
五
十
八
番
地

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

地
域
住
民
、
そ
し
て
そ
の
地
域
を
支
え
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
と
と

も
に
手
を
携
え
、
震
災
地
域
の
再
起
を
図
る
。
ま
た
、
震
災
復
興
後
も
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
七
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

生
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

阿
部　

正
孝

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

気
仙
沼
市
松
崎
柳
沢
二
百
二
十
八
番
地
百
十
七

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
応
急
仮
設
住
宅
及
び
被
災
地
域
で
暮
ら
す
人
々
に
対
し
て
、
総
合

的
な
生
活
の
相
談
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
・
活
性
化
を
図
る
事
業
を
行
い
、

被
災
者
の
生
活
支
援
と
地
域
再
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

や
ま
ぶ
き
創
造
塾

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

山
谷　
　

博

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

白
石
市
福
岡
長
袋
字
天
津
沢
南
百
二
十
八
番
地
一

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
白
石
の
公
園
、
街
路
、
遊
休
地
な
ど
に
、
市
花
で
あ
る
や
ま
ぶ
き

を
植
栽
す
る
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
白
石
市
民
に
や
ま
ぶ
き
苗
を
無
償
配
布

し
た
り
、「
や
ま
ぶ
き
祭
り
」
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
。
ま

た
、宮
城
県
の
花
で
あ
る
萩
の
植
栽
運
動
も
進
め
る
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
、

地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
し
、白
石
の
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
町
お
こ
し
を
目
指
す
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
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に
対
し
て
、
集
客
を
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
九
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
号

　

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
宮

城
県
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

試
験
期
日

　
　

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日
（
水
）

　
　

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二　

試
験
場
所

　
　

仙
台
市
泉
区
天
神
沢
二
丁
目
一
番
一
号　

東
北
学
院
大
学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

三　

受
験
願
書
受
付
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）
か
ら
同
年
十
二
月
二
日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

四　

問
い
合
わ
せ
先

 

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
保
健
福
祉
部
医
療
整
備
課
看
護
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

二
六
一
五
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
一
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
二
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
の
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

第2302号　平成23年10月28日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

名　
　
　

称

仙
台
厚
生
病
院

東
北
労
災
病
院

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
青
葉
区
広
瀬
町
四－

十

五仙
台
市
青
葉
区
台
原
四
丁
目
三

－

二
十
一

認
定
年
月
日

平
成
二
十
三
年
九
月
九

日平
成
二
十
三
年
九
月
九

日

認
定
の
有
効
期
限

平
成
二
十
六
年
九
月
八

日平
成
二
十
六
年
九
月
八

日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
〇
九
〇
〇
一
〇
四

〇
四
一
二
七
〇
〇
三
二
〇

設　
置　
者　
名

変
更
前

変
更
後

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
東
日

本株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
東
日

本

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス　

ハ
ッ
ピ
ー
仙
塩
・
七
ヶ
浜
・

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

多
賀
城
市
大
代
五
丁
目
十
番

四
十
五
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
仙
塩
七
ヶ
浜

多
賀
城
市
大
代
五
丁
目
十
番

四
十
五
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス　

ハ
ッ
ピ
ー
富
谷
・
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

黒
川
郡
富
谷
町
日
吉
台
二
丁

目
六
番
二
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
富
谷

黒
川
郡
富
谷
町
日
吉
台
二
丁

目
六
番
二
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日

更
新
年
月
日

平
成
二
十
二
年

七
月
二
十
六
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
二
五
号

肥
料
の
種
類

混
合
有
機
質
肥
料

肥
料
の
名
称

武
蔵
屋
有
機

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

四
・
〇

り
ん
酸
全
量

三
・
〇

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

く
溶
性
苦
土

そ
の
他
の
規
格

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

株
式
会
社
ヒ
ロ
キ

生
産
業
者
の
住
所

宮
城
県
角
田
市
島
田
字
御
蔵

林
三
番
地
の
二

有
効
期
限

平
成
二
十
八
年

八
月
二
十
日



〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
三
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

二　

商
号
又
は
名
称
等

三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
四
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
七
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
工
程
及
び
特
定
工
程
後
の
工
程
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

中
間
検
査
を
行
う
区
域

　
　

宮
城
県
の
区
域
（
仙
台
市
、
石
巻
市
、
塩
竈
市
及
び
大
崎
市
の
区
域
を
除
く
。）

二　

中
間
検
査
を
行
う
建
築
物
の
構
造
、
用
途
又
は
規
模

　

中
間
検
査
を
行
う
建
築
物
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
以
降
に
法
第
六
条
第
一
項
の
確
認
の
申
請
書
又
は
法

第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
を
受
け
る
た
め
の
書
類
の
提
出
が
あ
る
新
築
、
増
築
又
は
改
築
（
以
下
「
新
築
等
」
と

い
う
。）
を
行
う
建
築
物
で
、
次
の
１
か
ら
３
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

１　

一
戸
建
て
の
住
宅
（
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
長
屋
又
は
共

同
住
宅
（
階
数
が
三
以
上
の
も
の
を
除
く
。）
で
木
造
の
も
の
。
た
だ
し
、
軸
組
工
法
及
び
枠
組
壁
工
法
（
建
築

基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）
第
八
十
条
の
二
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）
以
外
の
工
法
の
も
の
を
除
き
、
軸

組
工
法
に
あ
っ
て
は
、
柱
、
土
台
及
び
は
り
の
大
部
分
を
、
枠
組
壁
工
法
に
あ
っ
て
は
、
耐
力
壁
及
び
床
枠
組
の

大
部
分
を
木
造
と
す
る
も
の

２　

木
造
の
建
築
物
で
新
築
等
に
係
る
部
分
の
地
階
を
除
く
階
数
が
三
以
上
の
も
の

３　

法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
木
造
以
外
の
も
の
の
う
ち
、
新
築
等
に
係
る
部
分
の
地
階
を
除

く
階
数
が
三
以
上
の
も
の
（
共
同
住
宅
を
除
く
。）

三　

指
定
す
る
特
定
工
程
及
び
特
定
工
程
後
の
工
程

　

次
の
表
の
建
築
物
の
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
特
定
工
程
の
欄
に
掲
げ
る
工
程
を
特
定
工
程
と

し
、
同
表
特
定
工
程
後
の
工
程
の
欄
に
掲
げ
る
工
程
を
特
定
工
程
後
の
工
程
と
す
る
。
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平
成
二
十
三
年

七
月
二
十
九
日

平
成
二
十
三
年

九
月
十
四
日

平
成
二
十
三
年

九
月
十
四
日

第
四
九
七
号

第
四
六
五
号

第
四
六
六
号

米
ぬ
か
油
か
す
及

び
そ
の
粉
末

魚
か
す
粉
末

魚
か
す
粉
末

王
将
印
脱
脂
糠

イ
ナ
ホ
９
魚
粕
粉

末イ
ナ
ホ　

魚
粕
粉

10

末

　

二
・
五

　

九
・
〇

一
〇
・
〇

六
・
五

四
・
〇

三
・
〇

二
・
五

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

三
和
油
脂
株
式
会
社

株
式
会
社
稲
井

株
式
会
社
稲
井

山
形
県
天
童
市
一
日
町
一
番

二
号

宮
城
県
塩
竈
市
港
町
二
丁
目

四
番
一
五
号

宮
城
県
塩
竈
市
港
町
二
丁
目

四
番
一
五
号

平
成
二
十
九
年

八
月
十
七
日

平
成
二
十
九
年

七
月
二
十
九
日

平
成
二
十
九
年

七
月
二
十
九
日

商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

東
北
鋼
材
販
売
株

式
会
社

高
次　

俊
一

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
立
町
二
十

七－

二
十
一
仙
台
橋
本
ビ

ル
ジ
ン
グ
七
階

建

設

業

許

可

番

号

般－

十
九

第
一
万
六
千
三

百
七
十
三
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類　
　
　

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
三
年

九
月
三
十
日

項一二

建　
　

築　
　

物

新
築
等
に
係
る
一

戸
建
て
の
住
宅
、

長
屋
若
し
く
は
共

同
住
宅
（
階
数
が

三
以
上
の
も
の
を

除
く
。）で
木
造
の

も
の
又
は
こ
れ
ら

以
外
の
木
造
の
建

築
物
で
、
新
築
等

に
係
る
部
分
の
地

階
を
除
く
階
数
が

三
以
上
の
も
の

法
第
六
条
第
一
項

構
造
方
法
が

軸
組
工
法
に

よ
る
も
の

構
造
方
法
が

政
令
第
八
十

条
の
二
第
一

号
の
規
定
に

よ
り
国
土
交

通
大
臣
が
定

め
た
枠
組
壁

工
法
に
よ
る

も
の

鉄
筋
コ
ン
ク

特　

定　

工　

程

建
方
工
事
に

お
い
て

建
方
工
事
に

お
い
て

基
礎
工
事
に

柱
、
土
台
、
筋
か
い
、

は
り
等
の
軸
組
の
緊
結

を
完
了
す
る
工
程

小
屋
組
を
完
了
す
る
工

程基
礎
の
配
筋
を
完
了
す

特
定
工
程
後
の
工
程

床
、
壁
及
び
天
井
を
設

置
し
て
軸
組
を
覆
う
工

程屋
内
側
の
壁
又
は
天
井

を
設
置
し
て
枠
組
を
覆

う
工
程

当
該
基
礎
の
配
筋
を
覆



四　

適
用
除
外

　

次
の
１
か
ら
５
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
中
間
検
査
を
行
う
建
築
物
か
ら
除
く

も
の
と
す
る
。

　

１　

国
、
都
道
府
県
又
は
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
建
築
物

　

２　

法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物

　

３　

法
第
六
十
八
条
の
二
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
方
法
に
係
る
認
定
を
受
け
た
建
築
物

　

４　

法
第
八
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
た
仮
設
建
築
物

　

５　

木
造
の
建
築
物
の
う
ち
、
次
の�
か
ら�
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

�
　

新
築
等
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

�
　

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
評
価
方
法
基
準
に
よ
る
建
設
住
宅
性
能
評
価
を
受
け
る
も
の

�
　

平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
二
千
九
号
（
免
震
建
築
物
の
構
造
方
法
に
関
す
る
安
全
上
必
要
な
技
術
的
基
準

を
定
め
る
件
）
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
免
震
構
造
の
も
の

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
鶴
田
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

吉　
　

田　
　

祐　
　

幸　
　
　

　

退
任
し
た
者

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
十
二－
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
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備
考　

二
の
項
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
地
上
一
階
部
分
の
主
要
な
構
造
の
種
別
に

よ
り
こ
の
表
を
適
用
す
る
。

第
一
号
に
掲
げ
る

建
築
物
で
木
造
以

外
の
も
の
の
う

ち
、
新
築
等
に
係

る
部
分
の
地
階
を

除
く
階
数
が
三
以

上
の
も
の
（
共
同

住
宅
を
除
く
。）

リ
ー
ト
造
、

壁
式
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト

造
、
補
強
コ

ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造

又
は
組
積
造

の
も
の

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造

の
も
の

鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト

造
又
は
鉄
骨

造
の
も
の

お
い
て

建
方
工
事
に

お
い
て

基
礎
工
事
に

お
い
て

建
方
工
事
に

お
い
て

基
礎
工
事
に

お
い
て

建
方
工
事
に

お
い
て

る
工
程

地
上
二
階
の
床
版
の
配

筋
を
完
了
す
る
工
程

基
礎
の
配
筋
を
完
了
す

る
工
程

地
上
二
階
の
床
版
の
取

付
け
を
完
了
す
る
工
程

基
礎
の
配
筋
を
完
了
す

る
工
程

地
上
一
階
の
柱
及
び
斜

材
に
地
上
二
階
の
は
り

を
溶
接
、
又
は
ボ
ル
ト

に
よ
り
接
合
す
る
工
程

う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
す
る
工
程

当
該
床
版
並
び
に
そ
の

下
部
に
あ
る
は
り
、
柱

及
び
壁
を
覆
う
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
打
設
す
る
工

程当
該
基
礎
の
配
筋
を
覆

う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
す
る
工
程

当
該
床
版
と
壁
等
と
の

接
合
部
を
覆
う
工
程

当
該
基
礎
の
配
筋
を
覆

う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
す
る
工
程

当
該
柱
及
び
斜
材
と
当

該
は
り
と
の
溶
接
部
又

は
接
合
部
を
覆
う
工
程

退

任

年

月

日

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
四
日

氏　
　
　

名

佐

藤

貫

一

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
土
手
崎
二
番
地
一

役
職
名

理　

事

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

塩
竈
市
杉
の
入
三
丁
目
九
十
二
番
四
の
一
部
及
び
九
十

七
番
四
の
一
部

　

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
青
津
目
五
番
地
の
一

 

有
限
会
社
千
葉
不
動
産　
　
　
　

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
下
馬
四
丁
目
百
二
十
番
四
、
百
十
六
番
二
、

百
十
七
番
一
、
百
十
七
番
三
、
百
十
八
番
一
、
百
十
九
番

五
、
百
二
十
一
番
三
及
び
百
十
六
番
二
地
先
の
道
の
一
部

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
三
番
十
号

　
　
　
　
　
　
 

株
式
会
社
ア
ー
ジ
ュ　
　
　
　
　



こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

委　
員　
長　
　
�
　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二－

一－

十
五

人
事
委
員
会
規
則
十
二－

一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

人
事
委
員
会
は
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
三
号
）

に
基
づ
き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
二－
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院

仙
台
市


